
大磯町事業仕分けの結果

担当課 町民課 担当班 町民窓口班

班－番号 予算事業名 詳細事業名

３　大磯町
　(要改善）

４　大磯町
(現行どおり）

2

・根拠の明確化
・制度の改善(一律に、補助することは要改善）

1

・町のスタンスをはっきりすべき。全額か、０かの判断かと思う。

最終判断 不要
火葬のどこまでが行政サービスなのかもう一度考えるべき。
1/2の根拠が示されていない。

２－５ 火葬料補助金交付事務事業 火葬料補助金交付事務事業

評価結果 コメント(仕分けの理由・今後に向けての提案等）

２　民　間

１　不　要 3

・補助金のあるべき姿をゼロベースで考え直す。
・町が全額の負担から一部補助に変更した時点(平成16年4月)で、公的に関
与すべきという意味あい(町が火葬をすべき)が崩れている。これが町とし
て一定の合意としているのであれば、事業廃止するのが妥当と考える。
　補助として存続するのであれば、資力により対象者を限定したり、額を
多段階化する必要があるが、事務負担も大きくなるため、効率性の面で工
夫が必要になる。
・火葬費の負担は町の独自判断であり、ゼロベースの見直しが必要。


